
FMラジオ「情報わっさむ」毎週火曜日放送中！　詳しくは町HPで

図書館へいこう！図書館へいこう！

『 海の怪 』� 鈴木 光司 /著

船でのテレビ撮影中に現れたのは、落

水して亡くなったはずの初老の男だっ

た…。海の仲間や知人から聞いた怖い

話、不思議な話。ホラー界の重
じゅうちん

鎮が語

る、海をめぐる怪談集。

『 心淋し川 』� 西條 奈加 /著

江戸の片隅、小さなどぶ川沿いに立ち

並ぶ古い長屋。住民たちは人生という

川のどん詰まりでもがいていた。懸命

に生を紡ぐ人々の切なる願いが胸にし

みる連作時代小説。

『 帰ってきた K2 』� 横関 大 /著

池袋のアパートでシングルマザーの死

体が発見された。真っ先に現場に駆け

つけた神崎と黒木は、残された幼い娘

を前に犯人検挙を誓うが…。ドラマ化

シリーズの最新作。

『 類 』�   朝井 まかて /著

何不自由なく暮らした少年時代、父の

死という大きな喪失を抱えパリへ遊学

した青年時代、戦後の困窮から心機一

転、書店を開き文筆家の道へ。森鷗外

の末子、類の愛と苦悩に満ちた生涯を

描く。

『 悪い姉 』� 渡辺 優 /著

姉は美人で頭が良く、そして邪悪だっ

た-。幼い頃から「毒姉」に悩まされ

てきた妹の最終計画の行方とは?女子

高生が自由へと向かう青春長編。

『 灯台からの響き 』� 宮本 輝 /著

本の間から見つかった、亡き妻宛ての

ハガキ。そこに描かれていたのは、海

岸線と灯台のように見える線画。妻の

過去を知るために、男は灯台を巡る旅

に出る…。

『 降るがいい 』� 佐々木 譲 /著

都会の片隅で生きる人々の一瞬の「真

実」を描いた人間ドラマ、全13編を収

録。

『彼女が天使でなくなる日』

� 寺地 はるな /著

九州北部にある人口300人の星母島。

そこで育った千尋は、１年前に戻って

きて、託児所を併設した民宿を営んで

いた。島の名所「母子岩」には、家族

や子供、友達のことで悩みを抱えた

人々が訪れ…。

『もう、聞こえない 』

� 誉田 哲也 /著

「女の人の声が聞こえるんです。」取

り調べ中の被疑者が呟いた。身元不明

の被害者と14年前の未解決殺人事件。

２つの事件を繫げるのは“他界した彼

女”だった…。

『 欲が出ました 』

� ヨシタケ シンスケ /著

お菓子をもう一個取っていいんじゃな

い？もうちょっと寝ててもいいんじゃ

ない？人間って、プチ欲が出たとき、

何とも言えなーい顔をする。そんな一

瞬を、絵本作家ヨシタケシンスケが、

切り取ってみると…。

今月のBEST本（８月の貸出回数上位本）

10・11月の図書館のイベント

10/10　 14:00～おはなし会

10/17　 14:00～おはなし会

10/24　 14:00～おはなし会

10/31　 14:00～おはなし会

※11/3 祝日開館します

『 天空への願い 』� KAGAYA/ 著

月虹、夜明けのオーロラ、天の川をゆ

く流星…。「その先に幸いがあります

ように」と、願わずにはいられない、

天空の贈りもののような一瞬の奇跡! 

Twitterフォロワーが75万人を超える

星景写真家による写真集。

話題の新着本
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